
病床機能報告 患者像（イメージ） 病床数の必要量

リハビリテーション

長期療養

サブアキュート
肺炎や軽度の外
傷など比較的軽症
な症状を持つ患者

の受入

ポストアキュート
急性期後の在宅
等への復帰に向け
た患者の受入

高度急性期

急性期

回復期

慢性期

高度急性期

急性期

回復期

慢性期

（重症）急性期

重篤患者や全身麻酔による
手術等を要する患者の受入「病床機能報告」は病棟単位の報告であることや、定

義があいまいであるため、サブアキュート、ポストア
キュートの患者の多くは、急性期の報告の中に埋もれ
てしまっている可能性がある。

■ 病床機能報告の課題

各都道府県は、地域医療構想調整会議における議論を活性化する観点から、平成30年度中に、
医療関係者等と協議を経た上で、地域の実情に応じた定量的な基準を導入されたい。

■ 国の対応

■ 本県の対応
次の定量的な基準を用いて急性期と報告のあった病棟の診療実績を分析し、基準を満たす場

合は（重症）急性期に、満たさない場合は回復期的急性期に分類する。

※平成31年3月28日付け県内医療機関あて周知

算定式：病棟単位の月あたりの件数÷30日（※）×（50床÷許可病床数）
※R4報告以降の分析では「病棟単位の年間の件数÷365日」

救急医療加算管理
レセプト件数

「１」以上

手術総数
算定回数

「１」以上

呼吸心拍監視
（3時間超7日以内）

算定回数

「2」以上

化学療法
算定日数

「１」以上

病理組織標本作製
算定回数

「１」以上

or or oror
分析項目
及び
基準

：

ここが不明確

※平成30年8月16日付け医政地発0816第1号厚生労働省医政局地域医療計画課長通知(抜粋)

定量的な基準による分析について

※R4報告以降は、上記分析項目に加え、地域包括ケア入院医療管理料１～４の病室単位の届出病床数を回復期的急性期に分類
※上記分析項目及び基準により機械的に算出しているため、分析結果は「目安」であることに留意
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【県全体】定量的な基準による令和4年度病床機能報告の分析結果

回復期的急性期

●便宜上、（重症）急性期に分類される病床 ：6,340床
●便宜上、回復期的急性期に分類される病床 ：2,361床

令和４年度病床機能報告で急性期と報告のあった圏域内の病床（8,701床）を分類

高度
急性期 急性期 回復期 慢性期

（重症）急性期

休棟等

5,944

【参考】

5,382

全体：19,233床

全体：19,682床

全体：17,578床

※ハンセン病療養所、医療型障害児入所施設等の
病床931床（慢性期881床、休棟等50床）含む。
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【前橋】定量的な基準による令和4年度病床機能報告の分析結果

回復期的急性期

●便宜上、（重症）急性期に分類される病床 ：1,122床
●便宜上、回復期的急性期に分類される病床 ： 380床

3

令和４年度病床機能報告で急性期と報告のあった圏域内の病床（1,502床）を分類

高度
急性期 急性期 回復期 慢性期

（重症）急性期

休棟等

952

【参考】

842

全体：3,641床

全体：3,566床

全体：3,670床



【渋川】定量的な基準による令和4年度病床機能報告の分析結果

回復期的急性期

●便宜上、（重症）急性期に分類される病床 ： 483床
●便宜上、回復期的急性期に分類される病床 ： 204床

令和４年度病床機能報告で急性期と報告のあった圏域内の病床（687床）を分類

高度
急性期 急性期 回復期 慢性期

（重症）急性期

休棟等

365

【参考】

287

※慢性期に医療型障害児入所施設等
100床を含む。

全体：1,188床

全体：927床

全体：1,190床
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【伊勢崎】定量的な基準による令和4年度病床機能報告の分析結果

回復期的急性期

●便宜上、（重症）急性期に分類される病床 ：689床
●便宜上、回復期的急性期に分類される病床 ：297床

令和４年度病床機能報告で急性期と報告のあった圏域内の病床（986床）を分類

高度
急性期 急性期 回復期 慢性期

（重症）急性期

休棟等

753

【参考】

640

全体：2,040床

全体：2,160床

全体：2,045床
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【高崎・安中】定量的な基準による令和4年度病床機能報告の分析結果

回復期的急性期

●便宜上、（重症）急性期に分類される病床 ：820床
●便宜上、回復期的急性期に分類される病床 ：564床

令和４年度病床機能報告で急性期と報告のあった圏域内の病床（1,384床）を分類

高度
急性期 急性期 回復期 慢性期

（重症）急性期

休棟等

1,274

【参考】

1,156

※慢性期に医療型障害児入所施設等
236床を含む。

全体：3,802床

全体：3,699床

全体：3,942床
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【藤岡】定量的な基準による令和4年度病床機能報告の分析結果

回復期的急性期

●便宜上、（重症）急性期に分類される病床 ： 415床
●便宜上、回復期的急性期に分類される病床 ： 60床

令和４年度病床機能報告で急性期と報告のあった圏域内の病床（475床）を分類

高度
急性期 急性期 回復期 慢性期

（重症）急性期

休棟等

302

【参考】

289

全体：862床

全体：866床

全体：898床
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【富岡】定量的な基準による令和4年度病床機能報告の分析結果

回復期的急性期

●便宜上、（重症）急性期に分類される病床 ： 191床
●便宜上、回復期的急性期に分類される病床 ： 9床

令和４年度病床機能報告で急性期と報告のあった圏域内の病床（200床）を分類

高度
急性期 急性期 回復期 慢性期

（重症）急性期

休棟等

251

【参考】

273

全体：643床

全体：725床

全体：696床
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【吾妻】定量的な基準による令和4年度病床機能報告の分析結果

回復期的急性期

●便宜上、（重症）急性期に分類される病床 ： 187床
●便宜上、回復期的急性期に分類される病床 ： 4床

令和４年度病床機能報告で急性期と報告のあった圏域内の病床（191床）を分類

高度
急性期 急性期 回復期 慢性期

（重症）急性期

休棟等

266

【参考】

302

※ハンセン病療養所を
慢性期に345床、休棟等に50床含む。

全体：1,166床

全体：572床

全体：1,188床
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【沼田】定量的な基準による令和4年度病床機能報告の分析結果

回復期的急性期

●便宜上、（重症）急性期に分類される病床 ： 214床
●便宜上、回復期的急性期に分類される病床 ： 292床

令和４年度病床機能報告で急性期と報告のあった圏域内の病床（506床）を分類

高度
急性期 急性期 回復期 慢性期

（重症）急性期

休棟等

548

【参考】

311

全体：1,007床

全体：861床

全体：1,007床
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【桐生】定量的な基準による令和4年度病床機能報告の分析結果

回復期的急性期

●便宜上、（重症）急性期に分類される病床 ： 619床
●便宜上、回復期的急性期に分類される病床 ： 147床

令和４年度病床機能報告で急性期と報告のあった圏域内の病床（766床）を分類

高度
急性期 急性期 回復期 慢性期

（重症）急性期

休棟等

505

【参考】

520

※慢性期に医療型障害児入所施設等
200床を含む。

全体：1,868床

全体：1,506床

全体：1,933床
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【太田・館林】定量的な基準による令和4年度病床機能報告の分析結果

回復期的急性期

●便宜上、（重症）急性期に分類される病床 ：1,600床
●便宜上、回復期的急性期に分類される病床 ： 404床

令和４年度病床機能報告で急性期と報告のあった圏域内の病床（2,004床）を分類

高度
急性期 急性期 回復期 慢性期

（重症）急性期

休棟等

755

【参考】

762

全体：3,016床

全体：2,694床

全体：3,113床
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